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ひきこもり
～正しい理解と支援のために～

健康ライフ
健康づくり推進課問
☎０８６９-２６-５９６２-　　-

本人 の気持ちは？  周りの人はどうしたらいいの？

自分たちで解決できないときは専門の相談機関へ

ひきこもり
とは？

　「学校や仕事に行かず、かつ家族以外の
人との交流をほとんどせずに、６カ月以上
続けて家庭にとどまり続けている状態」の
ことを指します（厚生労働省の定義より）。

　ひきこもっている人の多くは、
自分に自信が持てず、物事を悲観
的に考えがちです。
　また、社会や家庭の中で一定の
役割を果たせず、家族に負担をか
けることを心苦しく思いながら、
なかなか行動を起こせない気持ち
を理解してほしいと思っています。

　周りの人たちは、ひきこもりの
人に対して、まずは本人の気持ち
を理解することが大切です。
　本人は、誰よりも苦しい思いを
していますので、気持ちに寄り
添って、ひきこもり状態を非難し
ないことが大切です。

＜ひきこもりについての相談は・・・＞

●瀬戸内市生活相談支援センター

▽日時　月～金曜日
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　総合福祉センター内
☎０８６９-２４ - ７７１４
●こころの健康相談（要予約）

▽日時　毎月１回　午前９～ 11 時
※臨床心理士による相談
　健康づくり推進課
☎０８６９-２６ - ５９６２

●精神保健福祉相談（要予約）

▽日時　毎月１回　午後 1時 30 分～午後３時
※精神科医による相談
　岡山県備前保健所
☎０８６-２７２ - ３９３４

★プライバシー保護には十分配慮します。
★家族や関係者からの相談も受け付けてい
　ます。自分だけ、または家族だけで抱え
　込まず、お気軽にご相談ください。
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地
域
支
配
の
拠
点
？  

「尾
張
城
」

記
載
を
見
る
と
江
戸
時
代
よ
り
も

ず
っ
と
前
に
城
と
し
て
の
機
能
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
天
保
８
（
１
８
３
７
）

年
の
『
尾
張
村
神
社
帳
』
は
、

「
祠し
か
ん官
鷲
見
千
座
」
が
記
し
た
も

の
で
、城
稲
荷
神
社
の
項
に
は「
先

年
鷲
見
越
中
守
住
所
之
時
」
と
あ

り
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
名
に
残
る
城
の
跡

　
尾
張
城
の
辺
り
に
は「
城
ノ
内
」

「
城
廻
り
」「
城
ノ
前
」「
堀
」「
居

屋
敷
」「
保ほ
う
じ止

」
と
い
う
小
字
が

あ
り
、
城
や
居
館
が
想
定
で
き
る

地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
の
「
保
止
」
は
、
古
代

か
ら
中
世
の
所
領
単
位
で
あ
る

「
保ほ

」
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、

「
保
」
は
未
開
地
の
開
発
の
権
限

を
得
た
上
に
、
そ
の
管
理
責
任
者

と
な
っ
た
「
保
司
」
に
よ
っ
て
領

有
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
保
止
」と「
保
司
」は
同
じ「
ほ

う
じ
」
と
読
め
ま
す
。
中
世
に
は

「
尾
張
保
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
記

録
に
残
っ
て
お
り
、「
尾
張
保
司
」

城
の
位
置

　
中
央
公
民
館
・
市
民
図
書
館
か

ら
３
０
０
㍍
ほ
ど
東
の
集
落
の
中

に
城し

ろ
稲
荷
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
神
社
を
中
心
と
し
た
場
所
が

「
尾
張
（
治
）
城
」
跡
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
山
の
尾
根
に
築
き
、
急
崖
で
敵

の
侵
攻
を
防
ぐ
山
城
と
は
異
な

り
、
千
町
平
野
に
立
地
し
、
川
や

泥
田
な
ど
を
利
用
し
て
守
り
を
固

め
た
平
城
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
城
は
、
一
般
的
に

武
将
の
居
館
と
さ
れ
、
日
常
は
地

域
支
配
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
録
に
見
る
「
尾
張
城
」

　

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
記
録

で
す
が
『
備び

よ
う
き

陽
記
』『
備び

よ
う
こ
く
し

陽
国
誌
』

『
吉き

び
お
ん
こ
ひ
ろ
く

備
温
故
秘
録
』
に
尾
張
城
の

記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。
城
主
は
不

明
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鷲す

み見

越
中
と
い
う
人
物
が
居
た
と
も
あ

り
、
後
に
宇
喜
多
氏
の
家
臣
で
あ

る
長
瀬
七
郎
が
居
城
と
し
た
と
も

あ
り
ま
す
。
は
っ
き
り
と
し
な
い

　
大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
に
明

智
光
秀
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
瀬
戸
内
市
出
身
の
宇
喜
多
直

家
は
登
場
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

ど
の
様
に
描
か
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
ド
ラ
マ
で
も
描
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
当
時
の
武
将
た
ち

が
拠
点
と
し
て
い
た
「
城
」
は
、

一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
石
垣
の

上
に
天
守
や
櫓や
ぐ
らが
建
つ
も
の
で
は

な
く
、
土
塁
や
木
柵
な
ど
を
設
け

た
城
で
し
た
。

　
お
城
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
宇
喜
多

氏
の
居
城
で
あ
っ
た
砥
石
城
跡
を

訪
れ
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
山
城
は
ち
ょ
っ
と
行
く
の
が

大
変
と
い
う
人
は
、
身
近
に
行
く

こ
と
が
で
き
る
「
尾
張
城
」
跡
に

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

が
拠
点
と
し
て
い
た
場
所
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
平
城
（
居
館
）
と
し
て
整
備
さ

れ
た
尾
張
城
は
、
室
町
時
代
や
戦

国
時
代
の
動
乱
の
中
で
ど
の
よ
う

な
姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
城
稲
荷
神
社
周
辺
を
散
策
し
、

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。
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尾張城跡要図（『邑久町史考古編』より転載 )

尾治城跡石碑




